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令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立戸田翔陽高等学校）       Ｓ０７ 
 

 

目 指 す 学 校 像 
基礎的な知識・技能の習得を基本に、主体的に取り組む意欲、多様性を尊重する態度、 

他者と協働するための資質・能力を身につけた「人財」の育成を目指す学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、生徒の学ぶ意欲を喚起して、

学習の基盤となる「言語能力」を育成する。 

２ 自身も他者も尊重し、自ら判断して行動する自律性を育成し、自己肯定感を高める。 

３ 探究する力を育て、多岐にわたる進路希望の実現を系統的・組織的指導で支援する。 

４ 学校外資源を活用した実社会からの学びを充実するとともに、学校の力を地域で生かす。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ６名 

    生徒       ４名 

    事務局(教職員)  ２名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 令和８年２月６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

一人一台端末の活用や「言

語能力」の育成を目指した

授業改善は実施されている

が、欠席を理由とした成績

不振者数が増加している。 

【課題】 

・一人一台端末の活用。 

・生徒の言語能力の育成。 

・成績不振者の増加。 

 生徒が端末を
利用する機会を
増やし、ピアラ
ーニングや表現
活動など、生徒
の言語能力を育
成する活動を充
実させる。 

①ICT 機器の活用により、基礎
的な知識の定着を図る。 
②ICT 機器の活用とアクティブ
ラーニングの授業の実施によ
り、生徒の表現活動の機会を増
やし、言語能力を育成する。 
③日本語支援員、学習サポータ
ー等による積極的な学習支援を
実施する。 
③個々の欠席の理由を把握す
る。 

①生徒の授業評価において、
理解度が向上したか。 
②生徒が一人一台端末を利用
した学習活動ができたか。 
②言語能力の育成のため、よ
り多くの言語活動を実践でき
たか。 
③ 成績不振者数を減らせた

か。 

①理解度は一定の成果を得ることができた。 

②ICT 機器を活用した授業づくりが教科横断的に行

われた。 

②言語能力の育成にかかわる人手の確保が課題であ

る。一部教員の負担増により理想と現実の乖離が進

んでいる。 

③１年次 36.9%２年次 24.8%3年次 18.0%年次が進む

につれ、減少傾向にあるが、大幅な改善に至ってい

ない。 

 

Ｂ 

 ICT 機器を活用した授業づく

りは全校的に進んでおり、生徒

の学びの姿勢は向上している。

しかし、1・2 年次生の成績不振

者の解消について教科横断的な

取り組みが必要である。 

 母国語が日本語でない生徒へ

の支援と生徒自らの学習意欲の

喚起が必要である。 

 

ＩＣＴ（タブレットの活用）は全校で

取り組みが進んでいる。 

学校の多様な生徒達へのフォローが手

厚い。母国語が日本語でない生徒への支

援や不登校、学習に不安を持つ生徒への

支援などは継続して教科横断的に取り組

んでもらいたい。これらのフォローと同

時に生徒自らの学習意欲の喚起が必要で

ある。 

２ 

【現状】 
 多様な背景を持ち、自己肯
定感が低い生徒がいる。自身
の行動に責任を持ち、自ら判
断して行動できる生徒の育成
が望まれる。 
【課題】 
・多様な背景を持つ生徒の基
本的生活習慣の確立。 
・外国籍の生徒への支援の充
実や多文化共生意識の向上。 
・生徒の自己肯定感の向上。 
・成年年齢に伴う教育の継続
的な実施。  

 自ら判断して
行動する場面を
増やすとともに
、生徒の自己肯
定感を高める。 

①基本的な生活習慣を身に付け
る取組みを継続するとともに、
生徒が自ら判断し行動する場面
を作る。 
②成年年齢に関する授業を計画
的に実施する。 

①生徒の自律性を高める教育
活動の場が作れたか。 
①生徒の自己肯定感を高め、
中途退学者数を減らせたか。 
②成年年齢に関する授業を計
画的に実施できたか。 

①生徒会が中心となり行事が活発に開催された。 

①中途退学者数の大幅な改善は見られなかった。 

②年次主導による講演会を実施することができた。 

Ａ 

 生徒実態に即し、興味や関心

を高めるアプローチにより学校

行事は盛大に行われている。何

年ながら進路変更者の大幅な改

善には至っていないが、生徒の

学校への満足度を高める取り組

みを継続して行うことで減少に

つなげていきたい。  

 多様な生徒への支援は道半ば

であり、継続した取り組みを進

めていくことが重要である。 

 

生徒会が主体となり使命感を持って学

校行事を盛り上げている。 

進路変更者の大幅な減少にはなってい

ないものの、生徒の学校への満足度を高

める取り組みは、一定の成果が出てい

る。今後も継続すべきである。 

戸田かけはし特別支援学校での福祉履

修生徒による校内実習や生徒会による体

育祭・文化祭での相互交流は特別支援学

校の児童・生徒たちには貴重な体験・機

会であり、相互交流は両校にとって教育

的効果が大である。 

 自尊心と相手
を尊重する心を
醸成する。 

①特別支援教育委員会や多文化
共生推進事業の更なる充実によ
り、各生徒に適切な支援を行
う。 
②コーディネータを中心に戸田

かけはし高等特別支援学校との

連携を積極的に進める。 

①困っている生徒を早期に把
握し、校内外の連携を生かし
て生徒を支援することができ
たか。 
②特別支援教育の視点を生か
して、多様な生徒の理解を深
め、生徒の支援を行うことが
できたか。 

① ②多様な生徒への支援を積極的に取り組むこと

ができた。 
Ｂ 

３ 

【現状】 
 進路希望・実績ともに、
大学短大、専門学校、就職
と多様化している中、進学
希望者が増えてきている。 
【課題】 
・進学指導の充実。 
・多様化する進路希望。 
・年次、教科と連携した進
路指導部主導の進路指導。 

 探究的な学習

の場面を増やす

とともに、生徒

一人ひとりの多

様な進路に対応

する。 

①「産業社会と人間」の系統立
てた実施により、生徒の進路意
識を高める。 
②各種ガイダンスや外部模試受
検の促進等、進学希望者の支援
を更に充実させる。 
③データ化した求人票を活用
し、保護者とも連携しながら就
職支援を粘り強く実施する。 

①生徒の進路希望・適性検査
をもとに「進路の手引き」を
効果的に活用した履修指導が
できたか。 
②各種ガイダンス等の実施に
より、生徒の学習意欲・進路
意識向上につなげられたか。 
② 進路指導の満足度は高か

ったか。 

①「進路の手引き」を活用した履修指導を進めるこ

とができた。 

②模試やガイダンスを計画的に実施できた。 

②資料室を常時開放し生徒や保護者に積極的に利用

を促したことできめ細かな就職指導を行った。 

Ａ 

 進路指導部と年次の連携によ

り組織的な進路指導を展開し

た。進学・就職ともに高い決定

率を残しており、継続していき

たい。 

 時代の変化を見定め、時機を

とらえて指導や手引きの見直し

を柔軟に行う必要がある。 

 

・進路指導部・年次との組織的な連携に

より進学・就職ともに高い進路決定率を

上げることができた。 

市内の中小企業との進路活動での連携

や企業と就職希望者とのマッチングを検

討してはどうか。 

 時代の変化を踏まえ進路指導や手引き

の見直しを柔軟に行ってもらいたい。 

４ 

【現状】 
 地域連携を生かした活動
を実施できるようになって
きた。もっと地域との交流
の場を増やす必要がある。 
【課題】 
・地域と交流する場面を増
やす工夫。 
・積極的かつ持続的な地域
へのPR活動及び生徒募集の
の推進。 

 地域との連携
により地域に根
付いた学校づく
りに取り組む。 

①各関係機関との連携を生かし
て、生徒の活動を充実させる。 
②学校通信の近隣自治会への回
覧を継続するとともに、地域と
の交流を充実させる。 

①県及び市関係行事などに生
徒が関わることができたか。 
②学校通信を発行するととも
に、文化祭などを地域に案内
することができたか。 

① すべての関係行事に参加できた。 

② 通算１２号（２／１現在）を発行するととも

に、SNS・HP を活用し周知を行うことができ

た。 

Ａ 
 生徒活動の充実は年間計画に

基づき予定通り取り組むことが

できた。今後は、地元との交流

機会を増やしていきたい。 

 本校の特色を様々な機会やツ

ールを使い周知し志願者確保を

行っていくことが重要である。 

 

 

生徒の活動は計画に基づき実施でき

た。今年度の地域連携の例としては、新

曽公民館祭りに美術部が作品を出展・展

示した。来館者に非常に好評であった。

地域イベントへの参加や、交流を通じて

成長してほしい。 

学校の特色を学校説明会をはじめとす

る様々な機会やツールで発信し、より多

くの人たちに知ってもらうべきである。 

 学校の特色を

積極的に㏚し、

志願者を増加さ

せる。 

①進学フェアへの参加や積極的
なホームページ・インスタグラ
ムの更新を行う。 
②生徒の活動を生かした学校説
明会や学校広報を実施し、教育
活動の㏚を充実させる。 

①ホームページ・インスタグ
ラムのアクセス数を増やせた
か 
②学校説明会参加者の高い満
足度は得られたか 
② 志願者数を増やせたか。 

①②SNS や HP による情報発信を年間を通じて行った

ことで、学校説明会や体験入学会の参加者増加や高

い満足度評価を得ることができた。 

②志願者増加を達成した 
Ａ 


